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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】組立て作業性の向上と修理が簡単に行うことが
できる内視鏡を提供することにある。
【解決手段】挿入部の先端部から操作部２へ経てユニバ
ーサルコード４の先端部まで連通し，前記両先端部のみ
に開口部を有する管路を設けた内視鏡において，前記管
路としての送水チューブ３１ａ、３１ｂを操作部２内で
接続部材３２により分割可能に接続したことを特徴とす
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部の先端部から操作部を経て連通
し、前記挿入部の先端部と前記操作部よりコネクタ側に
開口部を有する管路を設けた内視鏡において、前記管路
を途中で分割可能に接続したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  前記管路は，操作部内で分割可能に接続
したことを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】  前記管路は，前方送水管路，送気送水管
路，吸引管路，送気管路のいずれかであることを特徴と
する請求項１または２記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、前方送水管路，
送気送水管路，吸引管路及び送気管路等の管路を備えた
内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に送気送水可能を備えた内視鏡は，
例えば特開平４‐３０７０２２号公報に示すように，内
視鏡の挿入部先端には観察窓に向けた送水ノズルが設け
られており、観察窓の表面が汚れたとき、光源装置に内
蔵されたポンプの圧力によって送水ノズルから観察窓の
表面に水を噴き付け、観察窓の表面の汚れを洗い落とす
ようにしている。
【０００３】また，体腔内の観察時に，体腔内に観察の
妨げになる汚物，粘液等が存在する場合，これらを体腔
外に吸引排除する吸引機能を備えた内視鏡は，例えば，
特開平３‐９９６２７号公報で知られている。
【０００４】さらに，例えば大腸内のように観察目標に
汚物等が付着している場合，これを排除することができ
る前方送水機能を備えた内視鏡は，例えば，特願平１１
－２４５６６３号として既に出願されている。この内視
鏡には，挿入部先端に前方に向けて開口した前方送水口
を有する前方送水管路を有しており，前方送水口から洗
浄水を強力に噴射させて強く付着している汚物等を洗い
落とすようにしている。この場合の送水は、光源装置に
内蔵されたポンプから前方送水口に通じる送水管路を介
して送水したり，送水管路の入口に注射器のような手動
の送水器具を接続して送水を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで，前述したよ
うに、送気送水機能，前方送水機能及び吸引機能を備え
た内視鏡は，挿入部の先端部から操作部を経てユニバー
サルコードの先端部まで連通した管路を備えている。こ
の管路は，テフロン（登録商標）等の１本のチューブに
よって形成されている。
【０００６】このチューブは，内視鏡の種類によって異
なるが，２５００ｍｍ～５０００ｍｍの長さを有し、内
視鏡の組立て時に，チューブを挿入部の先端構成部に接
続した後，挿入部の先端部側から順次挿入部に内装し，
操作部を経てユニバーサルコードに内装している。内視
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鏡の組立ては組立てライン上で行なわれるが，組立て途
中においては，前述のように長いチューブが露出した状
態であり，チューブが絡んで組立て作業に支障を来たし
たり，他の部材と干渉してチューブに損傷を与える虞が
ある。
【０００７】また，内視鏡の使用中あるいは洗浄中にチ
ューブが破損した場合には，チューブを新しいものと交
換する必要があるが，その場合，１本のチューブによっ
て管路が形成されているため，内視鏡全体を分解してチ
ューブを交換する必要があり，修理に多くの労力を費や
している。
【０００８】この発明は，前記事情に着目してなされた
もので、その目的とするところは、内視鏡の組立て作業
性の向上と修理が簡単に行うことができる内視鏡を提供
することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この発明は，前記目的を
達成するために，請求項１は，挿入部の先端部から操作
部を経て連通し、前記挿入部の先端部と前記操作部より
コネクタ側に開口部を有する管路を設けた内視鏡におい
て、前記管路を途中で分割可能に接続したことを特徴と
する。
【００１０】請求項２は，請求項１の前記管路は，操作
部内で分割可能に接続したことを特徴とする。
【００１１】請求項３は，請求項１または２の前記管路
は，前方送水管路，送気送水管路，吸引管路，送気管路
のいずれかであることを特徴とする。
【００１２】前記構成によれば，管路を挿入部及び操作
部よりコネクタ側にそれぞれ内装した後，その管路を例
えば操作部で接続することにより、前方送水管路，送気
送水管路，吸引管路，送気管路等を構成することがで
き，また管路が損傷した場合には，その損傷した管路の
みを交換することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下，この発明の各実施の形態を
図面に基づいて説明する。
【００１４】図１～図８は第１の実施形態を示し，図１
は内視鏡システムの全体構成図である。図１に示すよう
に，内視鏡１は、操作部２、挿入部３及びユニバーサル
コード（ライトガイドケーブル）４とから構成されてい
る。挿入部３は可撓管６と湾曲管７と先端構成部８を順
次連結して構成されている。
【００１５】先端構成部８には，図２で示すように、観
察窓９、照明窓１０、後述する送気送水管路に通じる送
気送水ノズル１１、処置具挿通用チャンネルに通じる先
端開口１２、後述する前方送水管路に通じて前方に向け
て開口する開口部としての前方送水口１３が形成されて
いる。
【００１６】図１に示すように，操作部２には挿入部３
の湾曲管７を上下／左右方向に湾曲させるための湾曲操



(3) 特開２００１－２５８８３２

10

20

30

40

50

3
作ノブ部１４、送気送水管路を通じて送気送水ノズル１
１から観察窓９の外表面に水や空気等の流体を噴き付け
てその外表面の清掃を行うことを選択的する操作を行う
送気送水ボタン１５、処置具挿通用チャンネルを通じて
体腔内の粘液等を吸引して回収するための吸引操作ボタ
ン１６、処置具挿通用チャンネルに通じる挿入口部１
７、スイッチ操作部１８等が配設されている。
【００１７】前記ユニバーサルコード４の延出先端部に
は開口部としてのコネクタ１９が設けられている。この
コネクタ１９は外部装置の一つである光源装置２０に接
続される。外部装置としては、この他に、画像処理装置
（ビデオプロセッサー）２１、モニター２２、入力用キ
ーボード２３、ローラポンプからなる送水ポンプ装置２
４、水タンク２５（または色素タンク）、ＶＴＲ２６、
図示しない吸引ポンプ装置等の機器があり、これらの機
器はキャリア付きの棚（トロリー）２７に設置されてい
る。
【００１８】前記コネクタ１９には光源装置２０に接続
するためのライトガイド管や電気接点部、画像処理装置
（ビデオプロセッサー）２１に接続するコード２８の電
気コネクタ２９を接続する接続部３０や図示しない送気
口金及び送水口金等の多数の機能が設けられている。
【００１９】図３で示すように，内視鏡１の挿入部３，
操作部２及びユニバーサルコード４には前方送水管路を
形成する送水チューブ３１ａ，３１ｂが内装されてい
る。送水チューブ３１ａ，３１ｂは，例えば内径φ１．
５ｍｍ前後の可撓性を有するテフロンチューブであり、
操作部２内の後述する接続部材３２で接続されて全長が
４０００ｍｍ前後に形成されている。
【００２０】前記挿入部３に内装されている送水チュー
ブ３１ａの先端部は，図４に示すように前方送水口１３
に接続されている。すなわち，先端構成部８の硬質部３
３には前方送水口１３と同心的にパイプ３４の先端部が
接続されており，このパイプ３４の後端部には送水チュ
ーブ３１ａの先端部が嵌合接続されている。
【００２１】ここで，パイプ３４の内径φ＝ａ，送水チ
ューブ３１ａの内径φ＝ｂとすると，ａ＜ｂの関係にあ
り，送水チューブ３１ａを介して送水された水がパイプ
３４によって勢いを増し，前方送水口１３から送水され
るようになっている。なお，３５は前方送水口１３及び
パイプ３４の内部を清掃するための洗浄ブラシであり，
取手３６を有するブラシ棒３７の先端部にはブラシ毛３
８が設けられている。このブラシ棒３７の長さＬ

１  
は

硬質部３３の長さＬ
２  
よりやや短く形成され，前方送

水口１３の先端から挿入して前方送水口１３及びパイプ
３４の内部を清掃できるようになっている。
【００２２】また，湾曲管７を構成する湾曲駒３９の外
周はブレード４０を介してゴム層４１によって被覆され
ており，硬質部３３の外周は絶縁カバー４２によって被
覆されている。
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【００２３】前記ユニバーサルコード４に内装された送
水チューブ３１ｂの先端部は，図３に示すように，コネ
クタ１９に接続されている。すなわち，図６に示すよう
に，送水チューブ３１ｂは，硬質のパイプ４６を介して
接続された送水口４７が設けられている。この送水口４
７はコネクタ１９の外装部材４８を貫通してその外装部
材４８に取り付けられた口金４９を有してなり、口金４
９は外装部材４８に対して気密・液密的に取り付けられ
ている。口金４９の露出先端部外周には後述するアダプ
ター用チューブ５０の第１コネクタ５０ａをねじ込んで
接続するための雄ねじ部５１が設けられている。
【００２４】口金４９にはその口部を閉止するキャップ
５２が設けられている。キャップ５２は舌片５３を介し
て口金４９に接続されている。キャップ５２と舌片５３
は弾性部材によって一体に成形されている。そして、内
視鏡１の口金４９にアダプター用チューブ５０を接続し
ないときには、その口金４９にキャップ５２を被嵌して
その口金４９の口部を封止するようになっている。
【００２５】また，図１に示すように，内視鏡１の前方
送水管路に流体を送り込むときには、口金４９にはアダ
プター用チューブ５０を介して流体の供給源が接続され
る。ここで、流体の供給源としては手動の送水器具とし
て、例えば、シリンジ５５があり、また、自動の送水器
具としては送水ポンプ装置２４が用意されている。送水
ポンプ装置２４には可撓性の供給チューブ５６が接続さ
れ、この供給チューブ５６の先端には差込みコネクタ５
７が設けられ、この差込みコネクタ５７をアダプター用
チューブ５０の第２コネクタ５０ｂに接続するようにな
っている。
【００２６】さらに，図７に示すように，コネクタ１９
の外壁に設けられた口金４９は吸引口金５９と突出方向
が同一で、略並列に並んで設けられる。口金４９と吸引
口金４９の間には突起からなるガード部６０が設けられ
ている。ガード部６０の高さｈ１は口金４９の高さｈ２
とｈ１＞ｈ２なる関係に設定されている。このため、図
示しない吸引源からのチューブを吸引口金５９に着脱す
る際にはガード部６０により口金４９の雄ねじ部５１に
手指が触れることがない。
【００２７】また，図８に示すように,アダプター用チ
ューブ５０の第１コネクタ５０ａは，高さｈ３を有し，
この第１コネクタ５０ａの高さｈ３とガード部６０の高
さｈ１は，ｈ３＞ｈ１なる関係に設定されている。従っ
て，第１コネクタ５０ａを口金４９に対して着脱する際
に，ガード部６０が邪魔になることはない。
【００２８】次に，前記挿入部３に内装された送水チュ
ーブ３１ａとユニバーサルコード４に内装された送水チ
ューブ３１ｂとを操作部２内の接続する接続部材３２に
ついて説明すると，図５に示すように構成されている。
【００２９】合成樹脂等によって形成された接続口金６
１の内部には送水通路６１ａが設けられ，外周部には雄



(4) 特開２００１－２５８８３２

10

20

30

40

50

5
ねじ部６１ｂが設けられている。この接続口金６１の一
端部にはテーパ部６２が設けられ，他端部には接続管部
６３が設けられている。テーパ部６２には内周面にテー
パを有するテーパ管６４が嵌合され，接続口金６１には
テーパ管６４と係合し，かつ雄ねじ部６１ｂと螺合する
締付けナット６５が嵌合されている。
【００３０】従って，前述のように構成された接続部材
３２を用いて送水チューブ３１ａと３１ｂとを接続する
場合には，接続口金６１のテーパ部６２に一方の送水チ
ューブ３１ａの基端部を嵌合し、その送水チューブ３１
ａの外周にテーパ管６４を嵌合する。そして、締付けナ
ット６５を雄ねじ部６１ｂに締付けると，締付けナット
６５によってテーパ管６４がテーパ部６２の外径部側に
引き寄せられ，送水チューブ３１ａが締付けられて固定
される。また，接続口金６１の接続管部６３に他方の送
水チューブ３１ｂの基端部を嵌合し，必要に応じて接着
剤等によって固定することにより，送水チューブ３１ａ
と３１ｂとを接続することができる。
【００３１】従って，内視鏡１の組立て時に挿入部３に
送水チューブ３１ａを内装し，ユニバーサルコード４に
送水チューブ３１ｂを内装した状態で，これら送水チュ
ーブ３１ａ，３１ｂを操作部２内で接続部材３２を介し
て分割可能に接続することができる。さらに,内視鏡１
の組立て時に長尺の送水チューブ３１ａ、３１ｂが内視
鏡１から長く導出して絡み合ったり，他の部材と干渉す
ることはなく，組立て作業性の向上が図れる。
【００３２】また，内視鏡１を長期間使用し，送水チュ
ーブ３１ａ、３１ｂの一方または両方が損傷して交換す
る必要が生じた場合には，操作部２のケーシングを開放
し，接続部材３２の締付けナット６５を緩めることによ
り、接続部材３２の送水チューブ３１ａをテーパ部６２
から抜き取ることができる。また送水チューブ３１ｂを
接続部材３２の接続管部６３から抜き取ることができ
る。従って，損傷した送水チューブ３１ａ、３１ｂを挿
入部３及びユニバーサルコード４から抜き取って新しい
送水チューブ３１ａ、３１ｂに交換する作業が短時間に
簡単に行えるという効果がある。
【００３３】また、送水チューブ３１ｂが損傷した場合
も同様に、送水チューブ３１ｂを接続口金６１を接続し
た部組のみ交換することで、送水チューブ３１ａを交換
する必要が無い。
【００３４】また，操作部２の内部のフレーム６６には
ユニバーサルコード４を接続する接続環６７がビス６８
によって固定され，送水チューブ３１ｂは操作部２の内
部で湾曲されて接続環６７を介してユニバーサルコード
４に挿通されている。そして，送水チューブ３１ｂの操
作部２内における湾曲の曲率半径Ｒは１７ｍｍ以上に設
定され，送水チューブ３１ｂの潰れを防止している。
【００３５】本実施形態における送水チューブ３１ａ、
３１ｂは,内径φ１．５ｍｍ，全長４０００ｍｍであ
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り，シリンジ５５で送水する時は，シリコンチューブか
らなるアダプター用チューブ５０を内径φ１．２ｍｍ，
長さ３０ｍｍとすると，送水チューブ３１ａ、３１ｂの
管路容積は約７．１ｃｃとなる。例えば，１０ｃｃのシ
リンジ５５を使用しても，１回の送水で確実に送水でき
る。また，送水し始めてから水が出るまでのタイムラグ
が少ないという効果がある。
【００３６】送水ポンプ装置２４で送水するときは，送
水ポンプ装置２４の送水量を上げると，圧力が高くな
り，シリコンチューブからなるアダプター用チューブ５
０が膨らんでしまうため，スイッチをオフにしても膨ら
んだチューブがしぼむまで時間がかかり、スイッチをオ
フにしてから送水が終わるまでのタイムラグが生じる。
送水ポンプ装置２４はローラーポンプであるため供給チ
ューブ５６はある程度の弾性を有する必要がある。
【００３７】そこで，本実施形態においては，アダプタ
ー用チューブ５０は，内径φ２．５ｍｍ，肉厚３ｍｍ，
ゴム硬度（ＪＩＳ  Ａ硬度）で７０度の硬く肉厚のもの
を使用している。従って，アダプター用チューブ５０
は，硬く肉厚のため，送水圧力が高くなっても膨らまな
いため，前述のようなタイムラグが生じることはないと
いう効果がある。
【００３８】また，内視鏡１の挿入部３の有効長や外径
の仕様を考えると，送水チューブ３１ａ、３１ｂの長さ
や内径も変わってくる。使用する内視鏡１や送水方法
（シリンジ５５か送水ポンプ装置２４）によってアダプ
ター用チューブ５０を適切に選択することで良好な操作
性を得ることができる。
【００３９】図９は第２の実施形態を示し，第１の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。本実施形態は,操作部２の内部における送水チュー
ブ３１ｂの補強構造を示すものである。送水チューブ３
１ａと接続部材３２によって接続された送水チューブ３
１ｂの湾曲部３１ｃにはコイル７４が巻装されている。
従って，送水チューブ３１ｂの湾曲部３１ｃおける潰れ
を防止できると共に，他の部材との干渉によるチューブ
の損傷を防止できる。なお,送水チューブ３１ａに接続
した接続部材３２を操作部２内の接続環６７の内部付近
に設けた場合,送水チューブ３１ａに湾曲部ができるた
め,この場合には送水チューブ３１ａにコイル７４を巻
装すればよい。
【００４０】図１０は第３の実施形態を示し，第１の実
施形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。本実施形態は,操作部２内に湾曲部７５ａを有する
剛性パイプ７５を設け，この剛性パイプ７５の一端部を
接続部材３２を介して送水チューブ３１ａに接続すると
ともに、他端部を接続部材３２を介して送水チューブ３
１ｂと接続したものである。従って，送水チューブ３１
ｂを屈曲部する必要がないので，潰れを防止できると共
に，他の部材との干渉によるチューブの損傷を防止でき
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7
る。剛性パイプ７５は金属パイプまたは合成樹脂パイプ
であり,送水チューブ３１ａ、３１ｂと略同一の内径を
有している。
【００４１】図１１は開示例１を示し，内視鏡１の操作
部２には挿入部３の硬度を可変できる硬度可変ノブ７０
を備えている。また，送水ポンプ装置２４は，送水量可
変機能を備えており，この送水ポンプ装置２４には長尺
の供給チューブ５６が接続されている。供給チューブ５
６の先端部の差込みコネクタ５７は内視鏡１の挿入口部
１７に接続でき，処置具挿通用チャンネルを介して先端
開口１２から送水できるようになっている。処置具挿通
用チャンネルは口径が送水チューブ３１ａ、３１ｂより
大きいので，送水ポンプ装置２４の送水量を増加させる
ことができる。
【００４２】図１２は開示例２を示し，送水ポンプ装置
２４に接続する水タンク２５に代わって市販の滅菌水パ
ック７１を接続し，送水ポンプ装置２４によって滅菌水
を送水チューブ３１ａ、３１ｂを介して前方送水口１３
から送水できるようにしたものである。
【００４３】図１３は開示例３を示し，送水ポンプ装置
２４に接続する管路２４ａと水タンク２５もしくは滅菌
水パック７１と接続する管路２５ａ及び色素タンク７２
と接続する管路７２ａを三方切換弁７３を介して接続
し，水（滅菌水）もしくは色素の切替えができるように
したものである。
【００４４】図１４は開示例４で,先端構成部８の内部
構造を示す。送水チューブ３１ａの先端部とパイプ３４
を介して接続する前方送水口１３は観察窓９の光軸方向
に向って屈曲されている。このように構成すると，前方
送水口１３から送水される水は観察光学系の視野の中央
部に向って送水されるため，患部を観察しながら送水状
態が確認できるという効果がある。
【００４５】図１５は開示例５で,送水ポンプ装置２４
と送水チューブ３１ｂとを接続するアダプター用チュー
ブ５０を示す。内チューブ７６ａ外チューブ７６ｂとの
間にはブレード７７が介在されて３重構造に形成されて
いる。このように構成すると，前方送水ポンプ２４によ
る送水圧力が高くてもアダプター用チューブ５０が膨ら
むことはなく，前述のようなタイムラグが生じることは
ないという効果がある。
【００４６】図１６は開示例６で,同図（ａ）は操作部
２を示し，操作部２には挿入部３の硬度を可変するため
の硬度可変ノブ７０が回転自在に設けられている。硬度
可変ノブ７０には「１」「２」……の番号７８が周方向
に付されており，硬度可変ノブ７０を回転し,番号７８
を操作部２の外壁に設けられた指標７９に合わせて挿入
部３の硬度を設定できる。指標７９にあわせた数字が大
きくなると挿入部３の硬さも硬くなる。この指標は数字
でなくとも位置を示すものであるなら何でも良い。この
回転方向は人間工学に基づいて決められており、操作者
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はラジオのボリュームを大きくする時の回転方向と同じ
方向の回転操作で挿入部３の硬度を増すことができる。
【００４７】また、この番号７８の間隔は均等に付され
ており、回転途中の位置が容易に認識できるようになっ
ている。また、この番号７８の間隔は均等に付されてお
り、回転途中の位置が容易に認識できるようになってい
る。なお、この間隔は挿入部３の硬さの変化量を一定と
してその変化量にあわせて指標を付しても良い。この場
合は指標７９の位置が挿入部３の硬さを示すことになる
ため操作者は挿入部３の硬さの範囲の中でどの位の硬さ
の挿入部になっているかが分かるというメリットがあ
る。したがって、操作者は直感的に硬さの増大する方向
が認識でき操作中に誤って逆に回転させることが無く、
非常に操作性が良くなっている。また、誤った操作が少
なくなるため検査時間の浪費を防ぐことができ、効率的
な検査ができる。さらに、誤って操作することが少なく
なるので操作者が挿入部３を軟らかくするつもりで硬く
することが減るので患者に苦痛を与える可能性が減少す
る。
【００４８】番号７８は同図（ｂ）に示すように，手指
の感触で番号７８が判別できるように円形状の凹部８０
の底面に凸部で表示してもよく，同図（ｃ）に示すよう
に，円形状の凹部８０の底面に凹部で表示してもよい。
また，凹部８０の底面あるいは番号７８を表示する凸
部,凹部に蛍光塗料を塗ることにより，暗所において
も，番号７８の位置を容易に確認でき、操作性の向上を
図ることができる。
【００４９】図１７及び図１８は開示例７を示し，図１
７は内視鏡システムの構成図である。アダプター用チュ
ーブ５０は内視鏡１のユニバーサルコード４に束ねるた
め、ワンタッチ式の結束用クリップ９１が設けられてい
る。この結束用クリップ９１は、図１８（ａ）～（ｄ）
で示すように、アダプター用チューブ５０に嵌合する円
筒状の第１の保持部９２とユニバーサルコード４を嵌め
込んで弾性的に挟み込む第２の保持部９３とを有し、第
１の保持部９２は第２の保持部９３の背部に一体に連結
されている。
【００５０】さらに，第２の保持部９３の両脚部９４の
先端部には外側には屈曲する屈曲部９４ａが設けられて
いると共に，両脚部９４の外周縁部には外側に湾曲する
湾曲部９４ｂが設けられている。従って，第２の保持部
９３をユニバーサルコード４に嵌め込む際に，屈曲部９
４ａが嵌め込みガイドとなり，また嵌め込み後において
は，湾曲部９４ｂによってユニバーサルコード４の表皮
と離れるため，ユニバーサルコード４が振られても傷が
付き難いという効果がある。
【００５１】さらに，結束用クリップ９１を用いて、ア
ダプター用チューブ５０を内視鏡１のユニバーサルコー
ド４に結束するようにすれば、検査中の操作や検査室か
ら洗浄室への内視鏡１の持ち運び等の際、アダプター用
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9
チューブ５０がぶらぶらせず、アダプター用チューブ５
０が邪魔にならないため、操作性が向上する。
【００５２】図１９は開示例８で,内視鏡吸引装置の概
略的構成を示す。内視鏡１には挿入部３から操作部２を
経てユニバーサルコード４に連通する吸引管路１００が
設けられている。吸引管路１００は挿入部３に内装それ
た吸引チューブ１０１ａとユニバーサルコード１０１ｂ
とを操作部２内の接続部１０２によって接続することに
より構成されている。そして，吸引チューブ１０１ａの
先端部は先端構成部８の吸引口１０３と接続され，吸引
チューブ１０１ｂの先端部はコネクタ１９の吸引コネク
タ１０４に接続されている。
【００５３】コネクタ１９は制御ユニット１０５に接続
され，この制御ユニット１０５は吸引装置１０６と接続
されている。吸引装置１０６は操作部２の吸引操作ボタ
ン１６によってオン・オフされる吸引ポンプ１０７と，
この吸引ポンプ１０７と吸引パイプ１０８を介して連通
する吸引タンク１０９とから構成されている。そして，
吸引タンク１０９は吸引管１１０を介して吸引チューブ
１０１ｂと接続されている。
【００５４】前記構成によれば，吸引操作ボタン１６の
オンによって吸引ポンプ１０７が駆動すると，吸引パイ
プ１０８を介して吸引タンク１０９が負圧となり，吸引
チューブ１０１ａ、１０１ｂ内が負圧となるため，体腔
内の粘液等を吸引口１０３から吸引し，吸引チューブ１
０１ａ、１０１ｂを介して吸引タンク１０９に吸引して
貯留することができる。
【００５５】また,内視鏡１の組立て時に挿入部３に吸
引チューブ１０１ａを内装し，ユニバーサルコード４に
吸引チューブ１０１ｂを内装した状態で，これら吸引チ
ューブ１０１ａ，１０１ｂを操作部２内で接続部１０２
を介して分割可能に接続することができる。内視鏡１の
組立て時に長尺の吸引チューブ１０１ａ，１０１ｂが内
視鏡１から長く導出して絡み合ったり，他の部材と干渉
することはなく，組立て作業性の向上が図れる。
【００５６】また，内視鏡１を長期間使用し，吸引チュ
ーブ１０１ａ，１０１ｂの一方または両方が損傷して交
換する必要が生じた場合には，操作部２の接続部１０２
で吸引チューブ１０１ａと１０１ｂとを分割することに
より、損傷した吸引チューブ１０１ａ、１０１ｂを挿入
部３及びユニバーサルコード４から抜き取って新しい吸
引チューブ１０１ａ、１０１ｂに交換する作業が短時間
に簡単に行えるという効果がある。
【００５７】図２０は開示例９で,内視鏡及び送気送水
装置の概略的構成を示す。内視鏡１の先端構成部８に設
けられたノズル１１は挿入部３に内装された送気・送水
管１２０に接続されている。送気・送水管１２０は挿入
部３の途中から送気管１２１と送水管１２２とに分離し
た管路が二つになっており，送気管１２１と送水管１２
２は操作部２の内部の接続部１２３を介してユニバーサ
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ルコード４に内装されている。
【００５８】ユニバーサルコード４のコネクタ１９は送
気送水装置１２５に接続され，送気管１２１は送気送水
装置１２５の内部の送気管路１２６を介して送気ポンプ
１２７に接続され，送水管１２２は送気送水装置１２５
の内部の送水管路１２８を介して送水タンク１２９に接
続されている。
【００５９】送気管１２１には送水用加圧管路１３０が
分離接続され，この送水用加圧管路１３０は送水タンク
１２９内の貯水液面上方空間に連通接続されている。さ
らに，送気管路１２６には第１の電磁弁１３１が設けら
れ，送水管路１２８には第２の電磁弁１３２が設けられ
ている。第１の電磁弁１３１と第２の電磁弁１３２は制
御回路１３３を介して操作部２に設けられた送気・送水
スイッチ１３４に接続されている。
【００６０】前記構成によれば，送気・送水スイッチ１
３４の操作によって第１及び第２の電磁弁１３１，１３
２をオン・オフし，送水管１２２及び送気・送水管１２
０を介してノズル１１から観察窓９に向って送水するこ
とができる。また，送水後,送気管１２１及び送気・送
水管１２０を介してノズル１１から観察窓９に向って送
気することにより観察窓９に付着している水分を吹き飛
ばすことができる。
【００６１】また，内視鏡１の組立て時に挿入部３に送
気管１２１及び送水管１２２を内装し，ユニバーサルコ
ード４に送気管１２１及び送水管１２２を内装した状態
で，これら送気管１２１及び送水管１２２を操作部２内
で接続部１２３を介して分割可能に接続することができ
る。内視鏡１の組立て時に長尺の送気管１２１及び送水
管１２２が内視鏡１から長く導出して絡み合ったり，他
の部材と干渉することはなく，組立て作業性の向上が図
れる。
【００６２】また，内視鏡１を長期間使用し，送気管１
２１及び送水管１２２が損傷して交換する必要が生じた
場合には，操作部２を開放し，接続部１２３で分割して
送気管１２１及び送水管１２２を挿入部３及びユニバー
サルコード４から抜き取ることができる。従って，損傷
した送気管１２１及び送水管１２２を挿入部３及びユニ
バーサルコード４から抜き取って新しい送気管１２１及
び送水管１２２に交換する作業が短時間に簡単に行える
という効果がある。
【００６３】図２１は開示例１０を示し，内視鏡送水シ
ステムのブロック図である。１４１は内視鏡，１４２は
ビデオプロセッサー,１４３は送水チューブ,１４４は送
水ポンプである。内視鏡１４１にはスコープスイッチ１
４５が設けられ,ビデオプロセッサー１４２にはフット
スイッチ１４６が設けられている。
【００６４】スコープスイッチ１４５の電気接点はビデ
オプロセッサー１４２の第１の切替えスイッチ１４７の
一方の電気接点１４７ａに接続され,フットスイッチ１
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４６の電気接点は第１の切替えスイッチ１４７の他方の
電気接点１４７ｂに接続されている。第１の切替えスイ
ッチ１４７はＡＮＤ回路１４８の一方の入力端子に接続
され,ＡＮＤ回路１４８の他方の入力端子には送水チュ
ーブ１４３の信号線が内視鏡１４１を介して接続されて
いる。
【００６５】ＡＮＤ回路１４８は制御回路１４９を介し
て第２の切替えスイッチ１５０に接続されている。第２
の切替えスイッチ１５０の一方の電気接点１５０ａは,
直接送水ポンプ１４４のポンプスイッチ１５１に接続さ
れ,他方の電気接点１５０ｂは遅延回路１５２を介して
ポンプスイッチ１５１に接続されている。また,ポンプ
スイッチ１５１にはスイッチオンのときにポンプ駆動回
路（図示しない）を介して送水ポンプ１４４が駆動する
とともに,音を発生するブザー等の音源１５３が接続さ
れている。送水ポンプ１４４には送水チューブ１４３が
送水ポンプ１４４に確実に接続されているか否かを検知
するセンサ１５４が設けられている。
【００６６】従って,第１の切替えスイッチ１４７によ
ってスコープスイッチ１４５を使用するか,フットスイ
ッチ１４６を使用するか切換できる。そして,送水チュ
ーブ１４３が送水ポンプ１４４に確実に接続され,かつ
スコープスイッチ１４５またはフットスイッチ１４６が
オンとなった時に,送水ポンプ１４４が駆動するため,送
水チューブ１４３が送水ポンプ１４４に対して確実に接
続されないまま,送水ポンプ１４４が駆動して水漏れを
発生することを未然に防止できる。
【００６７】また,第２の切替えスイッチ１５０によっ
てスイッチオンの時に同時に送水ポンプ１４４を駆動さ
せるか,スイッチオンから一定時間（数秒）遅延させて
送水ポンプ１４４を駆動するか,切替えることができ
る。さらに,ポンプスイッチ１５１がスイッチオンにな
ると,音源１５３から音を発生するため,送水ポンプ１４
４が駆動していることを音で感知できる。
【００６８】なお,スコープスイッチ１４５及びフット
スイッチ１４６は押し続けるとポンプスイッチ１５１が
スイッチオン状態となり,離すとポンプスイッチ１５１
がスイッチオフになるようにしてもよい。また,送水ポ
ンプ１４４の送水量を可変とすることにより、送水チュ
ーブ１４３及び内視鏡１４１の管路の内径に応じて適切
な送水量に調節することができる。
【００６９】図２２は、開示例１１を示し,基本的構成
は図２１に示す開示例１０と同一であり,スコープスイ
ッチ１４５のみによってポンプスイッチ１５１をオン・
オフするようにしたものである。本開示例においても, 
送水チューブ１４３が送水ポンプ１４４に確実に接続さ
れ,かつスコープスイッチ１４５またはフットスイッチ
１４６がオンとなった時に,送水ポンプ１４４が駆動す
るため,送水チューブ１４３が送水ポンプ１４４に対し
て確実に接続されないまま,送水ポンプ１４４が駆動し
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て水漏れを発生することを未然に防止できる。
【００７０】図２３及び２４は第４の実施形態を示し、
第１の実施形態と同一構成部品は同一番号を付して説明
を省略する。ユニバーサルコード４には金属もしくは樹
脂でできているコネクタ部材１５６が設置され、コネク
タ部材１５６には後述する止め環１５７がねじ込まれる
雌ねじ部１５８と、後述する口金１５９が突き当たる突
き当て部１６０と穴１６１が設けられていて、この穴１
６１の内径はφ８ｍｍである。
【００７１】コネクタ部材１５６はユニバーサルコード
４に設けられた内径φ８ｍｍの穴１５５とコネクタ部材
１５６にある穴１６１が略同軸になるように気密、液密
的に接着されている。コネクタ部材１５６の口金１５９
との突き当て面は平らな面になっており、口金１５９は
コネクタ部材１５６に突き当て、止め環１５７を雌ねじ
部１５８にねじ込むことでコネクタ部材１５６と締着さ
れる。止め環１５７は止め環１５７とコネクタ部材１５
６、止め環１５７と口金１５９の気密、液密も保ってい
る。口金１５９は金属でできており、その露出先端部に
は送水口１６２が設けられ、その外周はアダプター用チ
ューブ５０の第１コネクタ５０ａをねじ込んで接続する
ための雄ねじ部１６３が設けられている。また、口金１
５９はコネクタ部材１５６とユニバーサルコード４の穴
１５５を貫通しており、硬質のパイプ１６４が接合さ
れ、硬質のパイプ１６４には操作部内で送水チューブ３
１ａと接続されている送水チューブ３１ｂが接続されて
いる。
【００７２】ユニバーサルコード４に設けられた穴１５
５とコネクタ部材１５６の穴１６１の半径ａは硬質のパ
イプ１６４と送水チューブ３１ｂの接合部の直径ｂより
も大きいものになっていて、送水チューブ３１ｂが破損
して交換する時には、操作部内で接続されている送水チ
ューブ３１ａと送水チューブ３１ｂを分離し、コネクタ
部材１５６から口金１５９と一体になった硬質のパイプ
１６４、送水チューブ３１ｂを引き抜いて送水チューブ
３１ｂの交換作業をすることができる。コネクタ部１５
６と送水チューブ３１ｂの口金部が独立しているため、
修理の時には送水チューブ３１ａの交換とコネクタ部１
５６の分解をする必要が無く修理性が良い。また、この
実施形態ではコネクタ部１９に口金１５９がある時に比
べて、ユニバーサルコード４上に口金１５９があるため
専用に長いアダプターチューブ５０を用意しなくても使
用者がシリンジ５５を用いて一人で送水を行うことがで
き、使い勝手が良い。
【００７３】図２５、図２６及び図２７は第５の実施形
態を示し、第１の実施形態と同一構成部品は同一番号を
付して説明を省略する。操作部２と接続されているユニ
バーサルコード４ａの他端には金属もしくは樹脂ででき
ているＹ分岐１６５が接続されており、Ｙ分岐１６５に
はコネクタ部１９と接続されているユニバーサルコード
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４ｂ、アダプター用チューブ５０を接続するための口金
１７４を他端に有するユニバーサルコード４ｃが接続さ
れている。ユニバーサルコード４ｃ内には前方送水チュ
ーブ１６７だけ内装されており、その他の送気チューブ
１６８、送水チューブ１６９、吸引チャンネル１７０、
ライトガイド１７１といった内蔵物はユニバーサルコー
ド４ｂに内装されている。
【００７４】それぞれのユニバーサルコード４ａ，４
ｂ，４ｃのＹ分岐１６５の側端部には口金１６６が設け
られており、その外周にはＹ分岐１６５にねじ込むため
に雄ねじ部１７２が設けられている。ユニバーサルコー
ド４ａ，４ｂ，４ｃはＹ分岐１６５の雌ねじ部１７２に
螺着されている。Ｙ分岐１６５とユニバーサルコード４
ａ，４ｂ，４ｃ接続部外周には折れ止めゴム１７３が被
着しており、折れ止めゴム１７３は折れ止めの役目を果
たすため、座屈などの故障を防いでいる。
【００７５】ユニバーサルコード４ｃの他端には口金１
７４が取り付けられている。口金１７４は金属でできて
おり、ユニバーサルコード４ｃの端部を覆う蓋部材１７
５と固定されている。蓋部材１７５の径の中央部には口
金１７４を突き当てるための突き当て１７６と穴１８
１、後述する止め環１７７をねじ止めする雌ねじ部１７
８が設けられている。蓋部材１７５の突き当て１７６に
口金１７４を突き当てて、止め環１７７を締め付けるこ
とにより、蓋部材１７５と口金１７４を固定する構造と
なっている。口金１７４の露出先端部には送水口１７９
があり、その外周はアダプター用チューブ５０の第１コ
ネクタ５０ａをねじ込んで接続するための雄ねじ部１８
０が設けられており、口金１７４の他端はユニバーサル
コード４ｃ内部で送水チューブ３１ｂと接続しており、
送水チューブ３１ｂは操作部内で送水チューブ３１ａと
接続している。蓋部材１７５に設けられた穴１８１の直
径ａは口金と送水チューブ３１ｂの接合部の直径ｂより
も大きいため、送水チューブ３１ｂが破損して交換修理
を行う時には、操作部内で送水チューブ３１ａと３１ｂ
を外し、蓋部材１７５から口金１７４を外して送水チュ
ーブ３１ｂの交換作業をすることができる。
【００７６】コネクタ部１９と送水チューブ３１ｂの口
金１７４が別体となっており、送水チューブ３１ｂの交
換修理の時には送水チューブ３１ａの交換と、コネクタ
部１９の分解作業が必要ないため修理性が良い。
【００７７】また、この実施形態ではコネクタ部１９に
口金１７４がある時に比べて、専用に長いアダプター用
チューブ５０を用意しなくても使用者がシリンジ５５を
用いて一人で送水を行うことができ、使い勝手が良い。
【００７８】図２８は第６の実施形態を示し、第１及び
第４の実施形態と同一構成部品は同一番号を付して説明
を省略する。アダプター用チューブ５０を接続するため
の送水口を端部に有するユニバーサルコード４と独立し
て操作部に接続している。ユニバーサルコード１８２は
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送水チューブ３１ｂのみを内装しており、その端部の構
成は第７の実施形態に示したものと同一である。送水チ
ューブ３１ａと送水チューブ３１ｂは操作部内で接続さ
れており、送水チューブ３１ｂを内装しているユニバー
サルコード１８２がその他の内蔵物を内装しているユニ
バーサルコード４と別体になっている。送水チューブ３
１ｂが破損し交換修理を行う時には送水チューブ３１ｂ
と送水チューブ３１ａを分離し、ユニバーサルコード１
８２の端部から口金１７４を外す作業で修理を行うこと
ができる。送水チューブ３１ｂの交換作業の時に送水チ
ューブ３１ａの交換作業とコネクタ部１９の分解作業が
必要無いため、修理性が良い。また、この実施形態では
コネクタ部１９に口金１７４がある時に比べて、専用に
長いアダプター用チューブ５０を用意しなくても使用者
がシリンジ５５を用いて一人で送水を行うことができ、
使い勝手が良い。
【００７９】前記各実施の形態によれば,次のような構
成が得られる。
【００８０】（付記１）挿入部の先端部から操作部を経
て連通し、前記挿入部の先端部と前記操作部よりコネク
タ側に開口部を有する管路を設けた内視鏡において、前
記管路を途中で分割可能に接続したことを特徴とする内
視鏡。
【００８１】（付記２）前記管路は，操作部内で分割可
能に接続したことを特徴とする付記１記載の内視鏡。
【００８２】（付記３）前記管路は，前方送水管路，送
気送水管路，吸引管路，送気管路のいずれかであること
を特徴とする付記１または２記載の内視鏡。
【００８３】（付記４）前記管路は,挿入部に内装され
た可撓性を有するチューブとユニバーサルコードに内装
された可撓性を有するチューブを通路を有する接続部材
で接続されていることを特徴とする付記１または２記載
の内視鏡。
【００８４】（付記５）前記ユニバーサルコードに内装
された可撓性を有するチューブは,操作部内で湾曲され
ており,この湾曲部にはコイルが巻装されていることを
特徴とする付記１または２記載の内視鏡。
【００８５】（付記６）前記挿入部に内装された可撓性
を有するチューブとユニバーサルコードに内装された可
撓性を有するチューブは操作部内で湾曲した剛性を有す
るパイプで接続されていることを特徴とする付記１また
は２記載の内視鏡。
【００８６】（付記７）前記管路は、前記先端部と、ユ
ニバーサルコード部から分岐しているユニバーサルコー
ドの端部に開口部を持つことを特徴とする付記１、２も
しくは３記載の内視鏡。
【００８７】（付記８）前記開口部を前記挿入部先端
と、コネクタに設けたことを特徴とする付記１、２もし
くは３記載の内視鏡。
【００８８】（付記９）前記開口部を前記挿入部先端
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と、ユニバーサルコードに設けたことを特徴とする付記
１、２もしくは３記載の内視鏡。
【００８９】
【発明の効果】以上説明したように,この発明によれば,
挿入部の先端部から操作部へ経てユニバーサルコードの
先端部まで連通する管路を途中で分割可能に接続したこ
とにより,内視鏡の組立て作業性の向上と修理が簡単に
行うことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施形態に係る内視鏡システ
ムの全体構成を概略的に示す説明図。
【図２】同実施形態に係る内視鏡の先端部の斜視図。
【図３】同実施形態に係る内視鏡システムの前方送水管
路を示す概略的構成図。
【図４】同実施形態の内視鏡の先端構成部の縦断側面図
及び洗浄ブラシの側面図。
【図５】同実施形態に係る内視鏡の操作部の一部切欠し
た側面図。
【図６】同実施形態の内視鏡のコネクタの一部を示す断
面図。
【図７】同実施形態の内視鏡のコネクタの側面図。
【図８】同実施形態の内視鏡のコネクタの側面図。
【図９】この発明の第２の実施形態に係る内視鏡の操作
部の一部切欠した側面図。
【図１０】この発明の第３の実施形態に係る内視鏡の操
作部の一部切欠した側面図。
【図１１】開示例１を示し,内視鏡システムの全体構成
を概略的に示す説明図。
【図１２】開示例２を示し, 内視鏡システムの前方送水
管路を示す概略的構成図。
【図１３】開示例３を示し, 内視鏡システムの前方送水
管路を示す概略的構成図。
【図１４】開示例４を示し, 内視鏡の先端構成部の縦断
側面図。
【図１５】開示例５を示し,アダプター用チューブの縦 *
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*断側面図。
【図１６】開示例６を示し,（ａ）は操作部の斜視図,
（ｂ）（ｃ）は番号を拡大して示す斜視図。
【図１７】開示例７を示し,内視鏡システムの全体構成
を概略的に示す説明図。
【図１８】開示例７を示し,（ａ）は結束用クリップの
斜視図,（ｂ）はＡ－Ａ線に沿う断面図,（ｃ）は結束用
クリップの使用状態の斜視図,（ｄ）はＢ－Ｂ線に沿う
断面図。
【図１９】開示例８を示し,内視鏡の吸引システムの概
略的構成図。
【図２０】開示例９を示し,内視鏡送気送水システムの
全体構成図。
【図２１】開示例１０を示し,内視鏡送水システムのブ
ロック図。
【図２２】開示例１１を示し,内視鏡送水システムのブ
ロック図。
【図２３】この発明の第４の実施形態に係る内視鏡シス
テムの全体構成を概略的に示す説明図。
【図２４】同実施形態の内視鏡のユニバーサルコードの
一部の断面図。
【図２５】この発明の第５の実施形態に係る内視鏡シス
テム全体構成を概略的に示す説明図。
【図２６】同実施形態の内視鏡のＹ分岐部の断面図。
【図２７】同実施形態の内視鏡のユニバーサルコードの
一部の断面図。
【図２８】この発明の第６の実施形態に係る内視鏡シス
テムの全体構成を概略的に示す説明図。
【符号の説明】
１…内視鏡
２…操作部
３…挿入部
４…ユニバーサルコード
３１ａ，３１ｂ…送水チューブ（管路）
３２…接続部材

【図２】 【図６】 【図７】
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【図１】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図２７】
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【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】

【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】

【図２８】
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─────────────────────────────────────────────────────
【手続補正書】
【提出日】平成１２年６月２９日（２０００．６．２
９）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正内容】
【書類名】          明細書
【発明の名称】      内視鏡
【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部の先端部から操作部を経て連通
し、前記挿入部の先端部と前記操作部よりコネクタ側に
開口部を有する管路を設けた内視鏡において、前記管路
を途中で分割可能に接続したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  前記管路は，操作部内で分割可能に接続
したことを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】  前記管路は，前方送水管路，送気送水管
路，吸引管路，送気管路のいずれかであることを特徴と
する請求項１または２記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、前方送水管路，
送気送水管路，吸引管路及び送気管路等の管路を備えた
内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に送気送水機能を備えた内視鏡は，
例えば特開平４‐３０７０２２号公報に示すように，内
視鏡の挿入部先端には観察窓に向けた送水ノズルが設け
られており、観察窓の表面が汚れたとき、光源装置に内
蔵されたポンプの圧力によって送水ノズルから観察窓の
表面に水を噴き付け、観察窓の表面の汚れを洗い落とす

ようにしている。
【０００３】また，体腔内の観察時に，体腔内に観察の
妨げになる汚物，粘液等が存在する場合，これらを体腔
外に吸引排除する吸引機能を備えた内視鏡は，例えば，
特開平３‐９９６２７号公報で知られている。
【０００４】さらに，例えば大腸内のように観察目標に
汚物等が付着している場合，これを排除することができ
る前方送水機能を備えた内視鏡は，例えば，特願平１１
－２４５６６３号として既に出願されている。この内視
鏡には，挿入部先端に前方に向けて開口した前方送水口
を有する前方送水管路を有しており，前方送水口から洗
浄水を強力に噴射させて強く付着している汚物等を洗い
落とすようにしている。この場合の送水は、ポンプから
前方送水口に通じる送水管路を介して送水したり，送水
管路の入口に注射器のような手動の送水器具を接続して
送水を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで，前述したよ
うに、送気送水機能，前方送水機能及び吸引機能を備え
た内視鏡は，挿入部の先端部から操作部を経てユニバー
サルコードの先端部まで連通した管路を備えている。こ
の管路は，テフロン等の１本のチューブによって形成さ
れている。
【０００６】このチューブは，内視鏡の種類によって異
なるが，２０００ｍｍ～５０００ｍｍの長さを有し、内
視鏡の組立て時に，チューブを挿入部の先端構成部に接
続した後，挿入部の先端部側から順次挿入部に内装し，
操作部を経てユニバーサルコードに内装している。内視
鏡の組立ては組立てライン上で行なわれるが，組立て途
中においては，前述のように長いチューブが露出した状
態であり，チューブが絡んで組立て作業に支障を来たし
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たり，他の部材と干渉してチューブに損傷を与える虞が
ある。
【０００７】また，内視鏡の使用中あるいは洗浄中にチ
ューブが破損した場合には，チューブを新しいものと交
換する必要があるが，その場合，１本のチューブによっ
て管路が形成されているため，内視鏡全体を分解してチ
ューブを交換する必要があり，修理に多くの労力を費や
している。
【０００８】この発明は，前記事情に着目してなされた
もので、その目的とするところは、内視鏡の組立て作業
性の向上と修理が簡単に行うことができる内視鏡を提供
することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この発明は，前記目的を
達成するために，請求項１は，挿入部の先端部から操作
部を経て連通し、前記挿入部の先端部と前記操作部より
コネクタ側に開口部を有する管路を設けた内視鏡におい
て、前記管路を途中で分割可能に接続したことを特徴と
する。
【００１０】請求項２は，請求項１の前記管路は，操作
部内で分割可能に接続したことを特徴とする。
【００１１】請求項３は，請求項１または２の前記管路
は，前方送水管路，送気送水管路，吸引管路，送気管路
のいずれかであることを特徴とする。
【００１２】前記構成によれば，管路を挿入部及び操作
部よりコネクタ側にそれぞれ内装した後，その管路を例
えば操作部で接続することにより、前方送水管路，送気
送水管路，吸引管路，送気管路等を構成することがで
き，また管路が損傷した場合には，その損傷した管路の
みを交換することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下，この発明の各実施の形態を
図面に基づいて説明する。
【００１４】図１～図８は第１の実施形態を示し，図１
は内視鏡システムの全体構成図である。図１に示すよう
に，内視鏡１は、操作部２、挿入部３及びユニバーサル
コード（ライトガイドケーブル）４とから構成されてい
る。挿入部３は可撓管６と湾曲管７と先端構成部８を順
次連結して構成されている。
【００１５】先端構成部８には，図２で示すように、観
察窓９、照明窓１０、後述する送気送水管路に通じる送
気送水ノズル１１、処置具挿通用チャンネルに通じる先
端開口１２、後述する前方送水管路に通じて前方に向け
て開口する開口部としての前方送水口１３が形成されて
いる。
【００１６】図１に示すように，操作部２には挿入部３
の湾曲管７を上下／左右方向に湾曲させるための湾曲操
作ノブ部１４、送気送水管路を通じて送気送水ノズル１
１から観察窓９の外表面に水や空気等の流体を噴き付け
てその外表面の清掃を行うことを選択的する操作を行う

送気送水ボタン１５、処置具挿通用チャンネルを通じて
体腔内の粘液等を吸引して回収するための吸引操作ボタ
ン１６、処置具挿通用チャンネルに通じる挿入口部１
７、スイッチ操作部１８等が配設されている。
【００１７】前記ユニバーサルコード４の延出先端部に
は開口部としてのコネクタ１９が設けられている。この
コネクタ１９は外部装置の一つである光源装置２０に接
続される。外部装置としては、この他に、画像処理装置
（ビデオプロセッサー）２１、モニター２２、入力用キ
ーボード２３、ローラポンプからなる送水ポンプ装置２
４、水タンク２５（または色素タンク）、ＶＴＲ２６、
図示しない吸引ポンプ装置等の機器があり、これらの機
器はキャリア付きの棚（トロリー）２７に設置されてい
る。
【００１８】前記コネクタ１９には光源装置２０に接続
するためのライトガイド管や電気接点部、画像処理装置
（ビデオプロセッサー）２１に接続するコード２８の電
気コネクタ２９を接続する接続部３０や図示しない送気
口金及び送水口金等の多数の機能が設けられている。
【００１９】図３で示すように，内視鏡１の挿入部３，
操作部２及びユニバーサルコード４には前方送水管路を
形成する送水チューブ３１ａ，３１ｂが内装されてい
る。送水チューブ３１ａ，３１ｂは，例えば内径φ１．
５ｍｍ前後の可撓性を有するテフロンチューブであり、
操作部２内の後述する接続部材３２で接続されて全長が
４０００ｍｍ前後に形成されている。
【００２０】前記挿入部３に内装されている送水チュー
ブ３１ａの先端部は，図４に示すように前方送水口１３
に接続されている。すなわち，先端構成部８の硬質部３
３には前方送水口１３と同心的にパイプ３４の先端部が
接続されており，このパイプ３４の後端部には送水チュ
ーブ３１ａの先端部が嵌合接続されている。
【００２１】ここで，パイプ３４の内径φ＝ａ，送水チ
ューブ３１ａの内径φ＝ｂとすると，ａ＜ｂの関係にあ
り，送水チューブ３１ａを介して送水された水がパイプ
３４によって勢いを増し，前方送水口１３から送水され
るようになっている。なお，３５は前方送水口１３及び
パイプ３４の内部を清掃するための洗浄ブラシであり，
取手３６を有するブラシ棒３７の先端部にはブラシ毛３
８が設けられている。このブラシ棒３７の長さＬ

１  
は

先端構成部８の湾曲しない硬質部の長さＬ
２
よりやや短

く形成され，前方送水口１３の先端から挿入して前方送
水口１３及びパイプ３４の内部を清掃できるようになっ
ている。
【００２２】また，湾曲管７を構成する湾曲駒３９の外
周はブレード４０を介してゴム層４１によって被覆され
ており，硬質部３３の外周は絶縁カバー４２によって被
覆されている。
【００２３】前記ユニバーサルコード４に内装された送
水チューブ３１ｂの端部は，図３に示すように，コネク
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タ１９に接続されている。すなわち，図６に示すよう
に，送水チューブ３１ｂは，硬質のパイプ４６を介して
接続された送水口４７が設けられている。この送水口４
７はコネクタ１９の外装部材４８を貫通してその外装部
材４８に取り付けられた口金４９を有してなり、口金４
９は外装部材４８に対して気密・液密的に取り付けられ
ている。口金４９の露出先端部外周には後述するアダプ
ター用チューブ５０の第１コネクタ５０ａをねじ込んで
接続するための雄ねじ部５１が設けられている。
【００２４】口金４９にはその口部を閉止するキャップ
５２が設けられている。キャップ５２は舌片５３を介し
て口金４９に接続されている。キャップ５２と舌片５３
は弾性部材によって一体に成形されている。そして、内
視鏡１の口金４９にアダプター用チューブ５０を接続し
ないときには、その口金４９にキャップ５２を被嵌して
その口金４９の口部を封止するようになっている。
【００２５】また，図１に示すように，内視鏡１の前方
送水管路に流体を送り込むときには、口金４９にはアダ
プター用チューブ５０を介して流体の供給源が接続され
る。ここで、流体の供給源としては手動の送水器具とし
て、例えば、シリンジ５５があり、また、自動の送水器
具としては送水ポンプ装置２４が用意されている。送水
ポンプ装置２４には可撓性の供給チューブ５６が接続さ
れ、この供給チューブ５６の先端には差込みコネクタ５
７が設けられ、この差込みコネクタ５７をアダプター用
チューブ５０の第２コネクタ５０ｂに接続するようにな
っている。
【００２６】さらに，図７に示すように，コネクタ１９
の外壁に設けられた口金４９は吸引口金５９と突出方向
が同一で、略並列に並んで設けられる。口金４９と吸引
口金５９の間には突起からなるガード部６０が設けられ
ている。ガード部６０の高さｈ１は口金４９の高さｈ２
とｈ１＞ｈ２なる関係に設定されている。このため、図
示しない吸引源からのチューブを吸引口金５９に着脱す
る際にはガード部６０により口金４９の雄ねじ部５１に
手指が触れることがない。
【００２７】また，図８に示すように,アダプター用チ
ューブ５０の第１コネクタ５０ａは，高さｈ３を有し，
この第１コネクタ５０ａの高さｈ３とガード部６０の高
さｈ１は，ｈ３＞ｈ１なる関係に設定されている。従っ
て，第１コネクタ５０ａを口金４９に対して着脱する際
に，ガード部６０が邪魔になることはない。
【００２８】次に，前記挿入部３に内装された送水チュ
ーブ３１ａとユニバーサルコード４に内装された送水チ
ューブ３１ｂとを操作部２内の接続する接続部材３２に
ついて説明すると，図５に示すように構成されている。
【００２９】金属等によって形成された接続口金６１の
内部には送水通路６１ａが設けられ，外周部には雄ねじ
部６１ｂが設けられている。この接続口金６１の一端部
にはテーパ部６２が設けられ，他端部には接続管部６３

が設けられている。テーパ部６２には内周面にテーパを
有するテーパ管６４が嵌合され，接続口金６１にはテー
パ管６４と係合し，かつ雄ねじ部６１ｂと螺合する締付
けナット６５が嵌合されている。
【００３０】従って，前述のように構成された接続部材
３２を用いて送水チューブ３１ａと３１ｂとを接続する
場合には，接続口金６１のテーパ部６２に一方の送水チ
ューブ３１ａの基端部を嵌合し、その送水チューブ３１
ａの外周にテーパ管６４を嵌合する。そして、締付けナ
ット６５を雄ねじ部６１ｂに締付けると，締付けナット
６５によってテーパ管６４がテーパ部６２の外径部側に
引き寄せられ，送水チューブ３１ａが締付けられて固定
される。また，接続口金６１の接続管部６３に他方の送
水チューブ３１ｂの基端部を嵌合し，必要に応じて接着
剤等によって固定することにより，送水チューブ３１ａ
と３１ｂとを接続することができる。
【００３１】従って，内視鏡１の組立て時に挿入部３に
送水チューブ３１ａを内装し，ユニバーサルコード４に
送水チューブ３１ｂを内装した状態で，これら送水チュ
ーブ３１ａ，３１ｂを操作部２内で接続部材３２を介し
て分割可能に接続することができる。さらに,内視鏡１
の組立て時に長尺の送水チューブ３１ａ、３１ｂが内視
鏡１から長く導出して絡み合ったり，他の部材と干渉す
ることはなく，組立て作業性の向上が図れる。
【００３２】また，内視鏡１を長期間使用し，送水チュ
ーブ３１ａが損傷して交換する必要が生じた場合には，
操作部２のケーシングを開放し，接続部材３２の締付け
ナット６５を緩めることにより、接続部材３２の送水チ
ューブ３１ａをテーパ部６２から抜き取ることができ
る。従って，損傷した送水チューブ３１ａを挿入部３か
ら抜き取って新しい送水チューブ３１ａに交換する作業
が送水チューブ３１ｂを交換する必要がなく短時間に簡
単に行えるという効果がある。
【００３３】また、送水チューブ３１ｂが損傷した場合
も同様に、送水チューブ３１ｂを接続口金６１を接続し
た部組のみ交換することで、送水チューブ３１ａを交換
する必要が無い。
【００３４】また，操作部２の内部のフレーム６６には
ユニバーサルコード４を接続する接続環６７がビス６８
によって固定され，送水チューブ３１ｂは操作部２の内
部で湾曲されて接続環６７を介してユニバーサルコード
４に挿通されている。そして，送水チューブ３１ｂの操
作部２内における湾曲の曲率半径Ｒは１７ｍｍ以上に設
定され，送水チューブ３１ｂの潰れを防止している。
【００３５】本実施形態における送水チューブ３１ａ、
３１ｂは,内径φ１．５ｍｍ，全長４０００ｍｍであ
り，シリンジ５５で送水する時は，シリコンチューブか
らなるアダプター用チューブ５０を内径φ１．２ｍｍ，
長さ３００ｍｍとすると，送水チューブ３１ａ、３１ｂ
の管路容積は約７．１ｃｃとなる。例えば，１０ｃｃの
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シリンジ５５を使用しても，１回の送水で確実に送水で
きる。また，送水し始めてから水が出るまでのタイムラ
グが少ないという効果がある。
【００３６】送水ポンプ装置２４で送水するときは，送
水ポンプ装置２４の送水量を上げると，圧力が高くな
り，シリコンチューブからなるアダプター用チューブ５
０や供給チューブ５６が膨らんでしまうため，スイッチ
をオフにしても膨らんだチューブがしぼむまで時間がか
かり、スイッチをオフにしてから送水が終わるまでのタ
イムラグが生じる。送水ポンプ装置２４はローラーポン
プであるため供給チューブ５６はある程度の弾性を有す
る必要がある。
【００３７】そこで，本実施形態においては，アダプタ
ー用チューブ５０は，内径φ２．５ｍｍ，肉厚３ｍｍ，
長さ１２００ｍｍ，ゴム硬度（ＪＩＳ  Ａ硬度）７０度
の硬く肉厚のものを使用している。従って，アダプター
用チューブ５０は，硬く肉厚のため，送水圧力が高くな
っても膨らまないため，前述のようなタイムラグが生じ
ることはないという効果がある。
【００３８】また，内視鏡１の挿入部３の有効長や外径
の仕様を考えると，送水チューブ３１ａ、３１ｂの長さ
や内径も変わってくる。使用する内視鏡１や送水方法
（シリンジ５５か送水ポンプ装置２４）によってアダプ
ター用チューブ５０を適切に選択することで良好な操作
性を得ることができる。
【００３９】図９は第２の実施形態を示し，第１の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。本実施形態は,操作部２の内部における送水チュー
ブ３１ｂの補強構造を示すものである。送水チューブ３
１ａと接続部材３２によって接続された送水チューブ３
１ｂの湾曲部３１ｃにはコイル７４が巻装されている。
従って，送水チューブ３１ｂの湾曲部３１ｃおける潰れ
を防止できると共に，他の部材との干渉によるチューブ
の損傷を防止できる。なお,送水チューブ３１ａに接続
した接続部材３２を操作部２内の接続環６７の内部付近
に設けた場合,送水チューブ３１ａに湾曲部ができるた
め,この場合には送水チューブ３１ａにコイル７４を巻
装すればよい。コイル７４は隣接した素線が密着した密
着バネでもよい。図１０は第３の実施形態を示し，第１
の実施形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省
略する。本実施形態は,操作部２内に湾曲部７５ａを有
する剛性パイプ７５を設け，この剛性パイプ７５の一端
部を接続部材３２を介して送水チューブ３１ａに接続す
るとともに、他端部を接続部材３２を介して送水チュー
ブ３１ｂと接続したものである。従って，送水チューブ
３１ｂを屈曲する必要がないので，潰れを防止できると
共に，他の部材との干渉によるチューブの損傷を防止で
きる。剛性パイプ７５は金属パイプまたは合成樹脂パイ
プであり,送水チューブ３１ａ、３１ｂと略同一の内径
を有している。

【００４０】図１１は開示例１を示し，内視鏡１の操作
部２には挿入部３の硬度を可変できる硬度可変ノブ７０
を備えている。また，送水ポンプ装置２４は，送水量可
変機能を備えており，この送水ポンプ装置２４には長尺
の供給チューブ５６が接続されている。供給チューブ５
６の先端部の差込みコネクタ５７は内視鏡１の挿入口部
１７に接続でき，処置具挿通用チャンネルを介して先端
開口１２から送水できるようになっている。処置具挿通
用チャンネルは口径が送水チューブ３１ａ、３１ｂより
大きいので，送水ポンプ装置２４の送水量を増加させる
ことができる。
【００４１】図１２は開示例２を示し，送水ポンプ装置
２４に接続する水タンク２５に代わって市販の滅菌水パ
ック７１を接続し，送水ポンプ装置２４によって滅菌水
を送水チューブ３１ａ、３１ｂを介して前方送水口１３
から送水できるようにしたものである。
【００４２】図１３は開示例３を示し，送水ポンプ装置
２４に接続する管路２４ａと水タンク２５もしくは滅菌
水パック７１と接続する管路２５ａ及び色素タンク７２
と接続する管路７２ａを三方切換弁７３を介して接続
し，水（滅菌水）もしくは色素の切替えができるように
したものである。
【００４３】図１４は開示例４で,先端構成部８の内部
構造を示す。送水チューブ３１ａの先端部とパイプ３４
を介して接続する前方送水口１３は観察窓９の光軸方向
に向って屈曲されている。このように構成すると，前方
送水口１３から送水される水は観察光学系の視野の中央
部に向って送水されるため，患部を観察しながら送水状
態が確認できるという効果がある。
【００４４】図１５は開示例５で,送水ポンプ装置２４
と口金４９とを接続するアダプター用チューブ５０を示
す。内チューブ７６ａ外チューブ７６ｂとの間にはブレ
ード７７が介在されて３重構造に形成されている。この
ように構成すると，前方送水ポンプ２４による送水圧力
が高くてもアダプター用チューブ５０が膨らむことはな
く，前述のようなタイムラグが生じることはないという
効果がある。
【００４５】図１６は開示例６で,同図（ａ）は操作部
２を示し，操作部２には挿入部３の硬度を可変するため
の硬度可変ノブ７０が回転自在に設けられている。硬度
可変ノブ７０には「１」「２」……の番号７８が周方向
に付されており，硬度可変ノブ７０を回転し,番号７８
を操作部２の外壁に設けられた指標７９に合わせて挿入
部３の硬度を設定できる。指標７９にあわせた数字が大
きくなると挿入部３の硬さも硬くなる。この指標は数字
でなくとも位置を示すものであるなら何でも良い。この
回転方向は人間工学に基づいて決められており、操作者
はラジオのボリュームを大きくする時の回転方向と同じ
方向の回転操作で挿入部３の硬度を増すことができる。
【００４６】また、この番号７８の間隔は均等に付され
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ており、回転途中の位置が容易に認識できるようになっ
ている。また、この番号７８の間隔は均等に付されてお
り、回転途中の位置が容易に認識できるようになってい
る。なお、この間隔は挿入部３の硬さの変化量を一定と
してその変化量にあわせて指標を付しても良い。この場
合は指標７９の位置が挿入部３の硬さを示すことになる
ため操作者は挿入部３の硬さの範囲の中でどの位の硬さ
の挿入部になっているかが分かるというメリットがあ
る。したがって、操作者は直感的に硬さの増大する方向
が認識でき操作中に誤って逆に回転させることが無く、
非常に操作性が良くなっている。また、誤った操作が少
なくなるため検査時間の浪費を防ぐことができ、効率的
な検査ができる。さらに、誤って操作することが少なく
なるので操作者が挿入部３を軟らかくするつもりで硬く
することが減るので患者に苦痛を与える可能性が減少す
る。
【００４７】番号７８は同図（ｂ）に示すように，手指
の感触で番号７８が判別できるように円形状の凹部８０
の底面に凸部で表示してもよく，同図（ｃ）に示すよう
に，円形状の凹部８０の底面に凹部で表示してもよい。
また，凹部８０の底面あるいは番号７８を表示する凸
部,凹部に蛍光塗料を塗ることにより，暗所において
も，番号７８の位置を容易に確認でき、操作性の向上を
図ることができる。
【００４８】図１７及び図１８は開示例７を示し，図１
７は内視鏡システムの構成図である。アダプター用チュ
ーブ５０は内視鏡１のユニバーサルコード４に束ねるた
め、ワンタッチ式の結束用クリップ９１が設けられてい
る。この結束用クリップ９１は、図１８（ａ）～（ｄ）
で示すように、アダプター用チューブ５０に嵌合する円
筒状の第１の保持部９２とユニバーサルコード４を嵌め
込んで弾性的に挟み込む第２の保持部９３とを有し、第
１の保持部９２は第２の保持部９３の背部に一体に連結
されている。
【００４９】さらに，第２の保持部９３の両脚部９４の
先端部には外側には屈曲する屈曲部９４ａが設けられて
いると共に，両脚部９４の外周縁部には外側に湾曲する
湾曲部９４ｂが設けられている。従って，第２の保持部
９３をユニバーサルコード４に嵌め込む際に，屈曲部９
４ａが嵌め込みガイドとなり，また嵌め込み後において
は，湾曲部９４ｂによってユニバーサルコード４の表皮
と離れるため，ユニバーサルコード４が振られても傷が
付き難いという効果がある。
【００５０】さらに，結束用クリップ９１を用いて、ア
ダプター用チューブ５０を内視鏡１のユニバーサルコー
ド４に結束するようにすれば、検査中の操作や検査室か
ら洗浄室への内視鏡１の持ち運び等の際、アダプター用
チューブ５０がぶらぶらせず、アダプター用チューブ５
０が邪魔にならないため、操作性が向上する。
【００５１】図１９は第４の実施形態を示し、内視鏡吸

引装置の概略的構成を示す。内視鏡１には挿入部３から
操作部２を経てユニバーサルコード４に連通する吸引管
路１００が設けられている。吸引管路１００は挿入部３
に内装された吸引チューブ１０１ａとユニバーサルコー
ド１０１ｂとを操作部２内の接続部１０２によって接続
することにより構成されている。そして，吸引チューブ
１０１ａの先端部は先端構成部８の吸引口１０３と接続
され，吸引チューブ１０１ｂの他端部はコネクタ１９の
吸引コネクタ１０４に接続されている。
【００５２】コネクタ１９は制御ユニット１０５に接続
され，この制御ユニット１０５は吸引装置１０６と接続
されている。吸引装置１０６は操作部２の吸引操作ボタ
ン１６によってオン・オフされる吸引ポンプ１０７と，
この吸引ポンプ１０７と吸引パイプ１０８を介して連通
する吸引タンク１０９とから構成されている。そして，
吸引タンク１０９は吸引管１１０を介して吸引チューブ
１０１ｂと接続されている。
【００５３】前記構成によれば，吸引操作ボタン１６の
オンによって吸引ポンプ１０７が駆動すると，吸引パイ
プ１０８を介して吸引タンク１０９が負圧となり，吸引
チューブ１０１ａ、１０１ｂ内が負圧となるため，体腔
内の粘液等を吸引口１０３から吸引し，吸引チューブ１
０１ａ、１０１ｂを介して吸引タンク１０９に吸引して
貯留することができる。
【００５４】また,内視鏡１の組立て時に挿入部３に吸
引チューブ１０１ａを内装し，ユニバーサルコード４に
吸引チューブ１０１ｂを内装した状態で，これら吸引チ
ューブ１０１ａ，１０１ｂを操作部２内で接続部１０２
を介して分割可能に接続することができる。内視鏡１の
組立て時に長尺の吸引チューブ１０１ａ，１０１ｂが内
視鏡１から長く導出して絡み合ったり，他の部材と干渉
することはなく，組立て作業性の向上が図れる。
【００５５】また，内視鏡１を長期間使用し，吸引チュ
ーブ１０１ａ，１０１ｂの一方または両方が損傷して交
換する必要が生じた場合には，操作部２の接続部１０２
で吸引チューブ１０１ａと１０１ｂとを分割することに
より、損傷した吸引チューブ１０１ａ、または１０１ｂ
のみを挿入部３及びユニバーサルコード４から抜き取っ
て新しい吸引チューブ１０１ａ、１０１ｂに交換する作
業が短時間に簡単に行えるという効果がある。
【００５６】図２０は第５の実施形態を示し、内視鏡及
び送気送水装置の概略的構成を示す。内視鏡１の先端構
成部８に設けられたノズル１１は挿入部３に内装された
送気・送水管１２０に接続されている。送気・送水管１
２０は挿入部３の途中から送気管１２１ａと送水管１２
２ａとに分離した管路が二つになっており，送気管１２
１と送水管１２２は操作部２の内部の接続部１２３を介
して送気管１２１ｂ及び送水管１２２ｂにそれぞれ接続
されユニバーサルコード４に内装されている。
【００５７】ユニバーサルコード４のコネクタ１９は送
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気送水装置１２５に接続され，送気管１２１ｂは送気送
水装置１２５の内部の送気管路１２６を介して送気ポン
プ１２７に接続され，送水管１２２ｂは送気送水装置１
２５の内部の送水管路１２８を介して送水タンク１２９
に接続されている。
【００５８】送気管路１２６には送水用加圧管路１３０
が分離接続され，この送水用加圧管路１３０は送水タン
ク１２９内の貯水液面上方空間に連通接続されている。
さらに，送気管路１２６には第１の電磁弁１３１が設け
られ，送水管路１２８には第２の電磁弁１３２が設けら
れている。第１の電磁弁１３１と第２の電磁弁１３２は
制御回路１３３を介して操作部２に設けられた送気・送
水スイッチ１３４に接続されている。
【００５９】前記構成によれば，送気・送水スイッチ１
３４の操作によって第１及び第２の電磁弁１３１，１３
２をオン・オフし，送水管１２２ａ，１２２ｂ及び送気
・送水管１２０を介してノズル１１から観察窓９に向っ
て送水することができる。また，送水後,送気管１２１
ａ，１２１ｂ及び送気・送水管１２０を介してノズル１
１から観察窓９に向って送気することにより観察窓９に
付着している水分を吹き飛ばすことができる。
【００６０】また，内視鏡１の組立て時に挿入部３に送
気管１２１ａ及び送水管１２２ａを内装し，ユニバーサ
ルコード４に送気管１２１ａ及び送水管１２２ａ及び送
水管１２２を内装した状態で，これら送気管１２１ａ，
１２１ｂ及び送水管１２２ａ，１２２ｂを操作部２内で
接続部１２３を介して分割可能に接続することができ
る。内視鏡１の組立て時に長尺の送気管及び送水管１２
２が長く導出して絡み合ったり，他の部材と干渉するこ
とはなく，組立て作業性の向上が図れる。
【００６１】また，内視鏡１を長期間使用し，送気管１
２１ａ，１２１ｂ及び送水管１２２ａ，１２２ｂが損傷
して交換する必要が生じた場合には，操作部２を開放
し，接続部１２３で分割して送気管１２１ａ，１２１ｂ
及び送水管１２２ａ，１２２ｂを挿入部３及びユニバー
サルコード４から抜き取ることができる。従って，損傷
した送気管１２１ａまたは１２１ｂ及び送水管１２２ａ
または１２２ｂのみを挿入部３及びユニバーサルコード
４から抜き取って新しい送気管１２１及び送水管１２２
に交換する作業が短時間に簡単に行えるという効果があ
る。
【００６２】図２１は開示例８を示し，内視鏡送水シス
テムのブロック図である。１４１は内視鏡，１４２はビ
デオプロセッサー,１４３は送水チューブ,１４４は送水
ポンプである。内視鏡１４１にはスコープスイッチ１４
５が設けられ,ビデオプロセッサー１４２にはフットス
イッチ１４６が設けられている。
【００６３】スコープスイッチ１４５の電気接点はビデ
オプロセッサー１４２の第１の切替えスイッチ１４７の
一方の電気接点１４７ａに接続され,フットスイッチ１

４６の電気接点は第１の切替えスイッチ１４７の他方の
電気接点１４７ｂに接続されている。第１の切替えスイ
ッチ１４７はＡＮＤ回路１４８の一方の入力端子に接続
され,ＡＮＤ回路１４８の他方の入力端子には送水チュ
ーブ１４３の信号線が内視鏡１４１を介して接続されて
いる。
【００６４】ＡＮＤ回路１４８は制御回路１４９を介し
て第２の切替えスイッチ１５０に接続されている。第２
の切替えスイッチ１５０の一方の電気接点１５０ａは,
直接送水ポンプ１４４のポンプスイッチ１５１に接続さ
れ,他方の電気接点１５０ｂは遅延回路１５２を介して
ポンプスイッチ１５１に接続されている。また,ポンプ
スイッチ１５１にはスイッチオンのときにポンプ駆動回
路（図示しない）を介して送水ポンプ１４４が駆動する
とともに,音を発生するブザー等の音源１５３が接続さ
れている。送水ポンプ１４４には送水チューブ１４３が
送水ポンプ１４４に確実に接続されているか否かを検知
するセンサ１５４が設けられている。
【００６５】従って,第１の切替えスイッチ１４７によ
ってスコープスイッチ１４５を使用するか,フットスイ
ッチ１４６を使用するか切換できる。そして,送水チュ
ーブ１４３が送水ポンプ１４４に確実に接続され,かつ
スコープスイッチ１４５またはフットスイッチ１４６が
オンとなった時に,送水ポンプ１４４が駆動するため,送
水チューブ１４３が送水ポンプ１４４に対して確実に接
続されないまま,送水ポンプ１４４が駆動して水漏れを
発生することを未然に防止できる。
【００６６】また,第２の切替えスイッチ１５０によっ
てスイッチオンの時に同時に送水ポンプ１４４を駆動さ
せるか,スイッチオンから一定時間（数秒）遅延させて
送水ポンプ１４４を駆動するか,切替えることができ
る。さらに,ポンプスイッチ１５１がスイッチオンにな
ると,音源１５３から音を発生するため,送水ポンプ１４
４が駆動していることを音で感知できる。
【００６７】なお,スコープスイッチ１４５及びフット
スイッチ１４６は押し続けるとポンプスイッチ１５１が
スイッチオン状態となり,離すとポンプスイッチ１５１
がスイッチオフになるようにしてもよい。また,送水ポ
ンプ１４４の送水量を可変とすることにより、送水チュ
ーブ１４３及び内視鏡１４１の管路の内径に応じて適切
な送水量に調節することができる。
【００６８】図２２は、開示例９を示し,基本的構成は
図２１に示す開示例１０と同一であり,スコープスイッ
チ１４５のみによってポンプスイッチ１５１をオン・オ
フするようにしたものである。本開示例においても, 送
水チューブ１４３が送水ポンプ１４４に確実に接続さ
れ,かつスコープスイッチ１４５またはフットスイッチ
１４６がオンとなった時に,送水ポンプ１４４が駆動す
るため,送水チューブ１４３が送水ポンプ１４４に対し
て確実に接続されないまま,送水ポンプ１４４が駆動し
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て水漏れを発生することを未然に防止できる。
【００６９】図２３及び２４は第６の実施形態を示し、
第１の実施形態と同一構成部品は同一番号を付して説明
を省略する。ユニバーサルコード４には金属もしくは樹
脂でできているコネクタ部材１５６が設置され、コネク
タ部材１５６には後述する止め環１５７がねじ込まれる
雌ねじ部１５８と、後述する口金１５９が突き当たる突
き当て部１６０と穴１６１が設けられていて、この穴１
６１の内径はφ８ｍｍである。
【００７０】コネクタ部材１５６はユニバーサルコード
４に設けられた内径φ８ｍｍの穴１５５とコネクタ部材
１５６にある穴１６１が略同軸になるように気密、液密
的に接着されている。コネクタ部材１５６の口金１５９
との突き当て面は平らな面になっており、口金１５９は
コネクタ部材１５６に突き当て、止め環１５７を雌ねじ
部１５８にねじ込むことでコネクタ部材１５６と締着さ
れる。止め環１５７は止め環１５７とコネクタ部材１５
６、止め環１５７と口金１５９の気密、液密も保ってい
る。口金１５９は金属でできており、その露出先端部に
は送水口１６２が設けられ、その外周はアダプター用チ
ューブ５０の第１コネクタ５０ａをねじ込んで接続する
ための雄ねじ部１６３が設けられている。また、口金１
５９はコネクタ部材１５６とユニバーサルコード４の穴
１５５を貫通しており、硬質のパイプ１６４が接合さ
れ、硬質のパイプ１６４には操作部内で送水チューブ３
１ａと接続されている送水チューブ３１ｂが接続されて
いる。
【００７１】ユニバーサルコード４に設けられた穴１５
５とコネクタ部材１５６の穴１６１の半径ａは硬質のパ
イプ１６４と送水チューブ３１ｂの接合部の直径ｂより
も大きいものになっていて、送水チューブ３１ｂが破損
して交換する時には、操作部内で接続されている送水チ
ューブ３１ａと送水チューブ３１ｂを分離し、コネクタ
部材１５６から口金１５９と一体になった硬質のパイプ
１６４、送水チューブ３１ｂを引き抜いて送水チューブ
３１ｂの交換作業をすることができる。コネクタ部１５
６と送水チューブ３１ｂの口金部が独立しているため、
修理の時には送水チューブ３１ａの交換とコネクタ部１
５６の分解をする必要が無く修理性が良い。また、この
実施形態ではコネクタ部１９に口金１５９がある時に比
べて、ユニバーサルコード４上に口金１５９があるため
専用に長いアダプターチューブ５０を用意しなくても使
用者がシリンジ５５を用いて一人で送水を行うことがで
き、使い勝手が良い。
【００７２】図２５、図２６及び図２７は第７の実施形
態を示し、第１の実施形態と同一構成部品は同一番号を
付して説明を省略する。操作部２と接続されているユニ
バーサルコード４ａの他端には金属もしくは樹脂ででき
ているＹ分岐１６５が接続されており、Ｙ分岐１６５に
はコネクタ部１９と接続されているユニバーサルコード

４ｂ、アダプター用チューブ５０を接続するための口金
１７４を他端に有するユニバーサルコード４ｃが接続さ
れている。ユニバーサルコード４ｃ内には前方送水チュ
ーブ１６７だけ内装されており、その他の送気チューブ
１６８、送水チューブ１６９、吸引チャンネル１７０、
ライトガイド１７１といった内蔵物はユニバーサルコー
ド４ｂに内装されている。
【００７３】それぞれのユニバーサルコード４ａ，４
ｂ，４ｃのＹ分岐１６５の側端部には口金１６６が設け
られており、その外周にはＹ分岐１６５にねじ込むため
に雄ねじ部１７２が設けられている。ユニバーサルコー
ド４ａ，４ｂ，４ｃはＹ分岐１６５の雌ねじ部１７２に
螺着されている。Ｙ分岐１６５とユニバーサルコード４
ａ，４ｂ，４ｃ接続部外周には折れ止めゴム１７３が被
着しており、折れ止めゴム１７３は折れ止めの役目を果
たすため、座屈などの故障を防いでいる。
【００７４】ユニバーサルコード４ｃの他端には口金１
７４が取り付けられている。口金１７４は金属でできて
おり、ユニバーサルコード４ｃの端部を覆う蓋部材１７
５と固定されている。蓋部材１７５の径の中央部には口
金１７４を突き当てるための突き当て１７６と穴１８
１、後述する止め環１７７をねじ止めする雌ねじ部１７
８が設けられている。蓋部材１７５の突き当て１７６に
口金１７４を突き当てて、止め環１７７を締め付けるこ
とにより、蓋部材１７５と口金１７４を固定する構造と
なっている。口金１７４の露出先端部には送水口１７９
があり、その外周はアダプター用チューブ５０の第１コ
ネクタ５０ａをねじ込んで接続するための雄ねじ部１８
０が設けられており、口金１７４の他端はユニバーサル
コード４ｃ内部で送水チューブ３１ｂと接続しており、
送水チューブ３１ｂは操作部内で送水チューブ３１ａと
接続している。蓋部材１７５に設けられた穴１８１の直
径ａは口金と送水チューブ３１ｂの接合部の直径ｂより
も大きいため、送水チューブ３１ｂが破損して交換修理
を行う時には、操作部内で送水チューブ３１ａと３１ｂ
を外し、蓋部材１７５から口金１７４を外して送水チュ
ーブ３１ｂの交換作業をすることができる。
【００７５】コネクタ部１９と送水チューブ３１ｂの口
金１７４が別体となっており、送水チューブ３１ｂの交
換修理の時には送水チューブ３１ａの交換と、コネクタ
部１９の分解作業が必要ないため修理性が良い。
【００７６】また、この実施形態ではコネクタ部１９に
口金１７４がある時に比べて、専用に長いアダプター用
チューブ５０を用意しなくても使用者がシリンジ５５を
用いて一人で送水を行うことができ、使い勝手が良い。
【００７７】図２８は第８の実施形態を示し、第１及び
第７の実施形態と同一構成部品は同一番号を付して説明
を省略する。アダプター用チューブ５０を接続するため
の送水口を端部に有するユニバーサルコード４と独立し
て操作部に接続している。ユニバーサルコード１８２は
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送水チューブ３１ｂのみを内装しており、その端部の構
成は第７の実施形態に示したものと同一である。送水チ
ューブ３１ａと送水チューブ３１ｂは操作部内で接続さ
れており、送水チューブ３１ｂを内装しているユニバー
サルコード１８２がその他の内蔵物を内装しているユニ
バーサルコード４と別体になっている。送水チューブ３
１ｂが破損し交換修理を行う時には送水チューブ３１ｂ
と送水チューブ３１ａを分離し、ユニバーサルコード１
８２の端部から口金１７４を外す作業で修理を行うこと
ができる。送水チューブ３１ｂの交換作業の時に送水チ
ューブ３１ａの交換作業とコネクタ部１９の分解作業が
必要無いため、修理性が良い。また、この実施形態では
コネクタ部１９に口金１７４がある時に比べて、専用に
長いアダプター用チューブ５０を用意しなくても使用者
がシリンジ５５を用いて一人で送水を行うことができ、
使い勝手が良い。
【００７８】前記各実施の形態によれば,次のような構
成が得られる。
【００７９】（付記１）挿入部の先端部から操作部を経
て連通し、前記挿入部の先端部と前記操作部よりコネク
タ側に開口部を有する管路を設けた内視鏡において、前
記管路を途中で分割可能に接続したことを特徴とする内
視鏡。
【００８０】（付記２）前記管路は，操作部内で分割可
能に接続したことを特徴とする付記１記載の内視鏡。
【００８１】（付記３）前記管路は，前方送水管路，送
気送水管路，吸引管路，送気管路のいずれかであること
を特徴とする付記１または２記載の内視鏡。
【００８２】（付記４）前記管路は,挿入部に内装され
た可撓性を有するチューブとユニバーサルコードに内装
された可撓性を有するチューブを通路を有する接続部材
で接続されていることを特徴とする付記１または２記載
の内視鏡。
【００８３】（付記５）前記ユニバーサルコードに内装
された可撓性を有するチューブは,操作部内で湾曲され
ており,この湾曲部にはコイルが巻装されていることを
特徴とする付記１または２記載の内視鏡。
【００８４】（付記６）前記挿入部に内装された可撓性
を有するチューブとユニバーサルコードに内装された可
撓性を有するチューブは操作部内で湾曲した剛性を有す
るパイプで接続されていることを特徴とする付記１また
は２記載の内視鏡。
【００８５】（付記７）前記管路は、前記先端部と、ユ
ニバーサルコード部から分岐しているユニバーサルコー
ドの端部に開口部を持つことを特徴とする付記１、２も
しくは３記載の内視鏡。
【００８６】（付記８）前記開口部を前記挿入部先端
と、コネクタに設けたことを特徴とする付記１、２もし
くは３記載の内視鏡。
【００８７】（付記９）前記開口部を前記挿入部先端

と、ユニバーサルコードに設けたことを特徴とする付記
１、２もしくは３記載の内視鏡。
【００８８】
【発明の効果】以上説明したように,この発明によれば,
挿入部の先端部から操作部へ経てユニバーサルコードの
先端部まで連通する管路を途中で分割可能に接続したこ
とにより,内視鏡の組立て作業性の向上と修理が簡単に
行うことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施形態に係る内視鏡システ
ムの全体構成を概略的に示す説明図。
【図２】同実施形態に係る内視鏡の先端部の斜視図。
【図３】同実施形態に係る内視鏡システムの前方送水管
路を示す概略的構成図。
【図４】同実施形態の内視鏡の先端構成部の縦断側面図
及び洗浄ブラシの側面図。
【図５】同実施形態に係る内視鏡の操作部の一部切欠し
た側面図。
【図６】同実施形態の内視鏡のコネクタの一部を示す断
面図。
【図７】同実施形態の内視鏡のコネクタの側面図。
【図８】同実施形態の内視鏡のコネクタの側面図。
【図９】この発明の第２の実施形態に係る内視鏡の操作
部の一部切欠した側面図。
【図１０】この発明の第３の実施形態に係る内視鏡の操
作部の一部切欠した側面図。
【図１１】開示例１を示し,内視鏡システムの全体構成
を概略的に示す説明図。
【図１２】開示例２を示し, 内視鏡システムの前方送水
管路を示す概略的構成図。
【図１３】開示例３を示し, 内視鏡システムの前方送水
管路を示す概略的構成図。
【図１４】開示例４を示し, 内視鏡の先端構成部の縦断
側面図。
【図１５】開示例５を示し,アダプター用チューブの縦
断側面図。
【図１６】開示例６を示し,（ａ）は操作部の斜視図,
（ｂ）（ｃ）は番号を拡大して示す斜視図。
【図１７】開示例７を示し,内視鏡システムの全体構成
を概略的に示す説明図。
【図１８】開示例７を示し,（ａ）は結束用クリップの
斜視図,（ｂ）はＡ－Ａ線に沿う断面図,（ｃ）は結束用
クリップの使用状態の斜視図,（ｄ）はＢ－Ｂ線に沿う
断面図。
【図１９】この発明の第４の実施形態を示し、内視鏡の
吸引システムの概略的構成図。
【図２０】この発明の第５の実施形態を示し、内視鏡送
気送水システムの全体構成図。
【図２１】開示例８を示し,内視鏡送水システムのブロ
ック図。
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【図２２】開示例９を示し,内視鏡送水システムのブロ
ック図。
【図２３】この発明の第６の実施形態に係る内視鏡シス
テムの全体構成を概略的に示す説明図。
【図２４】同実施形態の内視鏡のユニバーサルコードの
一部の断面図。
【図２５】この発明の第７の実施形態に係る内視鏡シス
テム全体構成を概略的に示す説明図。
【図２６】同実施形態の内視鏡のＹ分岐部の断面図。
【図２７】同実施形態の内視鏡のユニバーサルコードの
一部の断面図。
【図２８】この発明の第８の実施形態に係る内視鏡シス
テムの全体構成を概略的に示す説明図。
【符号の説明】
１…内視鏡
２…操作部
３…挿入部
４…ユニバーサルコード
３１ａ，３１ｂ…送水チューブ（管路）
３２…接続部材
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１】 *

*【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正内容】
【図３】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正内容】
【図８】



(25) 特開２００１－２５８８３２

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１３】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１６】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１７】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正内容】
【図１８】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２０
【補正方法】変更
【補正内容】
【図２０】
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２３
【補正方法】変更
【補正内容】
【図２３】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
【補正方法】変更

【補正内容】
【図２５】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正内容】
【図２８】



专利名称(译) 内视镜

公开(公告)号 JP2001258832A 公开(公告)日 2001-09-25

申请号 JP2000078728 申请日 2000-03-21

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパス光学工业株式会社

[标]发明人 内藤観

发明人 内藤 観

IPC分类号 A61B1/00 A61B1/015

CPC分类号 A61B1/00137 A61B1/0014 A61B1/015

FI分类号 A61B1/00.330.B A61B1/00.300.A A61B1/00.710 A61B1/012.511

F-TERM分类号 4C061/AA04 4C061/BB02 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061/FF11 4C061/FF30 4C061/FF39 4C061
/FF42 4C061/FF43 4C061/JJ06 4C161/AA04 4C161/BB02 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/FF11 
4C161/FF30 4C161/FF39 4C161/FF42 4C161/FF43 4C161/JJ06

其他公开文献 JP3488170B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供内窥镜，改善了装配的可操作性并且易于维修。解
决方案：该内窥镜设有导管，允许插入部件的尖端通过操作手柄2与通用
线缆4的尖端连通，并且仅在两个尖端处具有开口部分。内窥镜的特征在
于，通过操作部分2内的连接构件32将供水管31a和31b作为导管彼此连
接，从而可以分开。
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